
第三者評価委員会　　評価表

観点 配付資料 評価 園長コメント

A

・第三者の皆様から頂いたご意見、改善点は、真摯に受けとめ、前向きに改善していきたい。

・今年度は、新しいことへのチャレンジもみんな前向きに取り組み教職員が同じ方向に向かっ

て一丸となって取り組んできた。次年度は、取り組みの整理と内容の精査を行い、されに魅力

的な園となって、園児獲得に努めたい。

【評価】A: とてもよい  /  B: よい / C: 努力が必要 / D: とても努力が必要)

①ホームページ・インスタグラム・YouTubenoの

紹介

①子育て支援について

②すくすくだより（５月～１２月分）

①自然保育認証園としての資料

②ビオトープ観察会実施資料（6/8・9/8）

①ボランティア「おはなしポケット」についてと

メンバー表

②保育参加・子育て支援・幼稚園へのボランティ

ア活動についての資料

①比治山大学・短期大学部との連携事業について

（一覧表）
12 大学との連携 A

・大学との連携は、昨年度より、６事業新しいことがプラスされ合計２９事業連携活動を行っ

た。相互のために大変役立っていることと感じる。

今後も、無理のない範囲で連携事業を進めていきたい。

総　　　評

13 経営・組織 A

・教職員の負担にならないよう、幼稚園の事業や取り組みを常に精査するということが必要と

なる。園務分掌はあるにしても、みんなで協力しながら取り組んでいきたい。

①2023年度幼稚園の園務分掌

②2023年度（令和５年度）の比治山学園組織図

・当園にボランティア活動として入ってくださる保護者や地域の皆様のお陰て運営がスムーズ

に展開されている。これからも保護者が園と連携して一緒になって活動してくださることに感

謝し、取り組んでいきたい。

11 地域との連携 A

・地域の力も借りながら連携していきたい。老人会との取り組みも前向きに検討したい。①牛田公民館福祉バザー根の参加の様子（保護者

会：5/17）

②公開講座：親子リトミックについて

5 保健（健康）管理 A

・毎月の健康目標は、実施後の成果や課題などにも対応していきたい。

6 安全管理 A

・安全マニュアルは作成し、訓練することで職員も子どもたちも「安心、安全な生活」に繋が

る。今後も定期的な訓練を計画的に行い非常事態に備えたい。

・園バスに関しては、必ずダブルチェックで細心の注意を行うことは鉄則である。

①危機管理（安全管理）マニュアル

・幼稚園の園バス運行について

・不審者対応について

・2023年度安全計画・安全点検について

・幼稚園関係分医療機関連絡先一覧表

①2023年度保健計画

②年間健康目標

③園児定期健康診断の実施について

④水質監査の結果（8/17実施）

3 研究・研修 A

・体系性も考慮しつつ理論研修もバランスよく組み込れ、多様な研修会を実施することで教員

の資質向上を図っていきたい。

4 幼小連携 B

・幼小の連携ということで子どもたちの交流は勿論、先生方との連携研修等ができればなおさ

らそれぞれの立場の連携が深まると感じる。是非その方向性も考えていきたい。

①今年度の研修会議事録

①牛田新町小学校との連携事業について

（11/21・1/19）の内容

②牛田新町小学校との接続カリキュラム

1 教育活動とその成果 A

・評価委員の皆様に家庭内ポスターを配付等のアイデアもいただいているので、是非工夫して

いきたい。

2 特別支援計画 B

・２名の方がB評価であった。委員の方々からのご指摘を真摯に受け止めて、今後は、「行動

背景の要因のアセスメント」や小学校への繋げ方等も考慮していきたい。

①2023年度保護者中間アンケート結果

②2023年度重点目標教員中間自己評価

③12月各学年の学年だより

①特に配慮を要する子どもについての年間指導計

画を配付

7 情報提供 A

・一番改革のできた項目であった。

・教職員の負担感は、ＩＣＴ化が進んでも増えるばかりで、ICT化に慣れることに集中した年

度であった、次年度は情報提供・発信の方法の整理や内容の精査を図り、より幼稚園の「見え

る化」に力を入れたい。

8 子育て支援 A

・今後は、０歳児から当園のファンを獲得し３歳児入園に繋げたい。

9 教育環境整備 A

・子どもたちの教育活動のために、教育環境の維持管理を常にしていくことが重要となる。毎

年維持管理に努め、より子どもたちが活動しやすい環境にしたい。

10 保護者との連携 A

イ


